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日頃よりご支援とご協力を賜り、感謝申し上げます。新型コロナウイルス感染症の流行により、日々制限が

ある生活の中、今までの生活に改めて感謝する日々を過ごしております。 

子どもたちは、当初思うようにやりたいことができない寂しさを感じていたようでしたが、少しずつ発想を転

換して物事をプラスに捉えられるようになってきております。 

活動の様子を見ておりましても、創意工夫が見られるようになり、新しいルールを友だちと考えながら発展的

な遊びへと変化させて楽しんでおります。今後ともご指導・ご鞭撻の程、宜しくお願い申し上げます。 

毎年、楽しみな収穫体験！今年度は、理事長の私有の畑にて、 

さつまいも掘りとだいこん掘りの収穫体験をさせていただきました。 

いつも、ご自宅で美味しく調理してくださり、ご家庭でもご協力を 

いただきありがとうございます。さらに、採れたさつまいもで作ったスイートポテトを 

差し入れてくださるなど、皆さまのあたたかい支えのもと子どもたちは、

貴重な体験、学びをして成長しています。大きいだいこんも「ひとりで 

持ち上げる！」と頑張っていました！ 

 

 

 

    

グリーンスクール村岡管理者  梶本 敦子 

大きなだいこん！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ハロウィンイベントでは、各事業所でオリジナリティー

溢れる仮装や装飾を行い楽しみました。また、みんなで行う

椅子取りゲームや買い物おやつ、お友だちと楽しむ腕相撲

やトランプ遊びなどたくさんの過ごし方が見られました。 

 

よーいドン 



 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

秋に行った避難訓練では、火災を想定した訓練を行いました。予測がで

きないからこそ、繰り返し避難訓練を行い、もしもの時に備えるよう努め

ています。子どもたちは『おかしも』の約束事を意識して、ハンカチや 

手で口を覆いながら避難をしたり、職員の声掛けに速やかに避難をしてい

ました。次回は、地震を想定した避難訓練を予定しています。 

おしゃれな 

のれん完成！ 

写真の掲載は、事前に同意をいただいているご家庭の中から、掲載回数を熟慮して選出しております。 

避難訓練 

 

寄贈品 

秋の果物制作やハロウィンの装飾・衣装作りなどを行いました。 

お友だちと一緒に、切ったり貼ったり、塗ったり細かい作業も楽しみな

がら行なっていました。また、完成した作品を嬉しそうに、誇らしげな

姿も見られました。 

今回は、『個人情報の取り扱いについて』と『車両運行について』の研修を行いました。 

子どもたちの安全や個人情報保護のため、新たな 

学びやブラッシュアップをしながら、実際の支援の 

仕方やより良い支援の向上に努めています。 

たくさんの寄贈品や旬の野菜や果物をいただき、 

誠にありがとうございます。大切に使わせていただきます。 

 

避難完了！ 煙を吸い込まないように 

ぼくもできるよ！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

５月下旬より週４日、事務員として勤務しており

ます。かわいいい子どもたちが集まるグリーンス

クールで働かせていただけることを、嬉しく、あ

りがたく思っています。微力ではありますがどう

ぞよろしくお願い申し上げます。 

 平岡 玲子（社会福祉士） 

法人本部（グリーンライフ湘南）の大規模修繕工事が始まりました。期間は 2 年間という長期間に

渡るもので、敷地内にプレハブを建設する都合により、畑が埋め立てられてしましました。そんな状況

でも「子どもたちには収穫の体験をさせてあげたい」という理事長の信念により、この秋は理事長が個

人で管理する本格的な農地に招待してくれました。常に現地に立ち、時には私財を投じてでも子ども

たちを優しく見守るその姿は、自分もいつの日か到達したいと願う憧れの姿です。    青木宏心 

インフォメーション 

編集後記 

・今号は、実りの秋ということで、子どもたちが楽しみにしている収穫体験の様子を沢山お伝えさせていただき

ました。土に触る機会が少ない昨今、とても良い機会をいただき、一人ひとりの生き生きとした姿をお伝えで

き、嬉しく思っております。次回は、冬をテーマに掲載を考えております (梶本) 

・秋は楽しいイベントがたくさんありました。子どもたちの様子を少しでも感じていただけたら幸いです（磯﨑） 

 

職員紹介 

      １０月からグリーンスクールに入職 

しました葛西広大と申します。子ども

たち一人ひとりがグリーンスクール 

に来て楽しかったと思ってもらえるように、私自身

もこれから努力をしていきたいと思っております。

『常に笑顔』この言葉を心がけていきながら子ども

たちと楽しく穏やかに過ごしていけたらと思って

おりますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

葛西 広大（児童指導員） 

  

 

 
 

 

１１月より勤務しております伊藤と 

申します。前職は、就労継続支援 B型 

事業所で勤務しており、成人の方々の

支援をしておりました。子どもたちと接し始めて多く

の新たな発見の中、楽しく働かせていただいておりま

す。早く皆様のお力になれるよう精進してまいります

ので、よろしくお願いいたします。 

伊藤 哲也（社会福祉士） 

 

 

１月よりグリーンスクール善行にて 

働かせていただいております。前職 

でも同様に、放課後デイサービスにて

６年９ヶ月勤務しておりました。子どもたちの純粋な 

パワーを貰えるこの仕事が大好きです！グリーンス

クールでもたくさんの子どもたちのパワーを貰いな

がら、一人一人の気持ちに寄り添った支援をしていき

たいと思っております。よろしくお願いいたします。 

多川（駒形） 美和子（児童指導員） 

 

  

 

１月より配属となりました。今まで 

村岡・片瀬の高齢部門におりました 

ので「私にできるかな？」と不安で 

いっぱいでしたが、子どもたちに笑顔で受け入れて

もらえて嬉しかったです。今後、一人一人に寄り添

いながら、楽しくすごしていただけるような支援が

できるよう努めてまいりますので、どうぞよろしく

お願いいたします。 

佐藤 裕子（認定心理士、社会福祉士） 

 

 


